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十
月
二
十
四
日
㈬
、
ま
さ
か
の
電

車
事
故
の
た
め
、
出
発
時
間
大
幅
遅

延
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た

が
、
約
百
二
十
名
を
乗
せ
た
バ
ス
三

台
は
新
大
阪
を
出
発
し
、
大
原
三
千

院
・
東
寺
・
京
都
水
族
館
見
学
後
、

懇
親
会
へ
の
旅
が
始
ま
り
ま
し
た
。

大
原
三
千
院
で
は
ま
だ
少
し
紅
葉

に
は
早
い
時
期
で
し
た
が
、
客
殿
か

ら
見
た
聚
碧
園
（
し
ゅ
う
へ
き
え
ん
）

の
美
し
さ
、
往
生
極
楽
院
阿
弥
陀
堂

で
は
阿
弥
陀
如
来
様
を
中
心
に
、
大

和
座
り
の
勢
至
菩
薩
（
せ
い
し
ぼ
さ

つ
）
様
、
観
音
菩
薩
様
と
珍
し
い
拝

観
も
で
き
ま
し
た
。
金
色
不
動
堂
、

観
音
堂
、
石
仏
な
ど
も
見
て
回
り
、

苔
生
し
た
中
に
あ
る
童
地
蔵
の
顔
の

優
し
さ
に
も
癒
さ
れ
ま
し
た
。

昼
食
後
は
特
別
拝
観
の
東
寺
へ
。
ま

ず
は
国
宝
五
重
塔
の
内
部
に
入
り
心
柱

を
囲
む
四
仏
坐
像
、
柱
に
描
か
れ
た
金

剛
界
曼
荼
羅
、
壁
に
描
か
れ
た
真
言
八

祖
像
（
し
ん
ご
ん
は
っ
そ
ぞ
う
）
を
拝

観
。
講
堂
で
は
如
来
様
、
菩
薩
様
、
明

王
様
他
二
十
一
体
の
仏
様
、
お
寺
の
方

2012 年度　見学並びに懇親会印象記

～話題の京都水族館と洗練の空間
北山モノリスでの懇親会～

2012 年 10 月 24 日（水）

秋色の京都路へ秋色の京都路へ

の
解
説
も
あ
り
し
っ
か
り
拝
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
本
坊
に
入
り
襖
絵
、
欄

間
、
天
皇
様
の
お
部
屋
な
ど
滅
多
に
見

る
こ
と
の
で
き
な
い
所
ま
で
案
内
し
て

い
た
だ
き
感
動
も
の
で
し
た
。
観
智
院

で
は
宮
本
武
蔵
が
描
い
た
鷲
の
図
や
竹

林
の
図
、
五
大
の
庭
、
五
大
虚
空
蔵
菩

薩
（
ご
だ
い
こ
く
う
ぞ
う
ぼ
さ
つ
）
様
、

愛
染
明
王
様
等
も
拝
観
で
き
、
お
抹
茶

で
ひ
と
時
の
休
息
も
あ
り
が
た
か
っ
た

で
す
。

東
寺
を
後
に
し
て
今
年
三
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
京
都
水
族

館
へ
。
入
っ
て
す
ぐ
に
大
き
な
オ
オ

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
に
驚
き
、
チ
ュ
ー

ブ
状
の
水
槽
か
ら
顔
を
出
す
ア
ザ
ラ

シ
の
可
愛
い
こ
と
。
山
椒
と
オ
オ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
臭
い
の
違
い
も
嗅

ぐ
こ
と
が
で
き
た
り
、
ネ
コ
ザ
メ
の

肌
を
触
っ
た
り
も
で
き
て
面
白
か
っ

た
で
す
。

北
山
モ
ノ
リ
ス
で
の
懇
親
会
で
は

目
で
も
楽
し
め
る
美
味
し
い
お
料
理

が
運
ば
れ
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

時
間
的
に
足
早
な
一
日
で
し
た
が
、

会
員
の
皆
様
と
共
に
実
り
多
い
秋
の

一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

学
長
就
任
ご
挨
拶

教
育
後
援
会
の
皆
様
に
は
、
何
か
と

ご
支
援
を
賜
わ
り
、
厚
く
御
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。

ま
た
先
日
は
バ
ス
で
の
京
都
見
学
会
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
三
千
院

に
東
寺
、
さ
ら
に
は
水
族
館
の
見
学
、

そ
し
て
夕
刻
か
ら
は
北
山
で
の
懇
親
会

と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
愉
し
く
、
有
意
義
で

あ
り
ま
し
た
。
個
人
的
に
は
、
水
族
館

の
泳
げ
な
い
ペ
ン
ギ
ン
に
は
身
に
つ
ま

さ
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
は
金
槌
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
弱
み
を
持
ち
な
が
ら
も
、

み
ん
な
が
ん
ば
っ
て
い
る
な
あ
と
。
立

ち
去
り
際
に
ペ
ン
ギ
ン
さ
ん
（
君
？
）

に
か
け
ら
れ
た
理
事
長
夫
人
の
ひ
と
こ

と
「
あ
ん
た
が
ん
ば
り
や
」
に
は
、
胸

に
こ
み
あ
げ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

京
都
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
が
、

三
千
院
を
訪
れ
た
の
は
中
学
三
年
以
来

の
こ
と
、
東
寺
の
境
内
に
足
を
踏
み
入

れ
た
こ
と
は
記
憶
に
あ
り
ま
せ
ん
。
京

都
に
寺
院
は
数
あ
れ
ど
も
、
お
誘
い
が

な
け
れ
ば
拝
観
す
る
こ
と
は
め
っ
た
に

な
い
。
知
人
の
京
都
人
に
も
そ
う
い
う

ズ
ボ
ラ
者
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
機

会
が
あ
れ
ば
、
ほ
か
の
寺
院
も
拝
観
し

て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
い
ま
、
大 坂井　東洋男

追手門学院大学学長

学
は
学
園
祭
の
最
終
日
で
す
。
十
一
月

四
日
は
卒
業
生
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・

デ
ー
で
、
来
賓
も
ま
じ
え
て
盛
大
な
催

し
と
な
り
ま
し
た
。

十
一
月
三
日
に
は
体
育
祭
や
将
軍
山

祭
の
開
会
式
の
あ
と
、
大
阪
城
ス
ク
エ

ア
で
六
期
生
の
還
暦
の
お
祝
い
の
集
い

な
ど
、
行
事
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
模

擬
店
な
ど
を
ゆ
っ
く
り
見
て
ま
わ
る
ゆ

と
り
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
学
生
諸
君
は

元
気
で
す
。

数
日
前
に
は
学
生
の
Ｆ
Ｄ
（
授
業

改
善
）
グ
ル
ー
プ
の
諸
君
た
ち
と
、
理

事
長
、
学
長
が
授
業
の
あ
り
よ
う
を
め

ぐ
っ
て
直
接
対
話
す
る
集
い
も
あ
り
ま

し
た
。
約
三
時
間
。
ひ
と
こ
ろ
の
大
学

だ
と
、
こ
う
い
う
集
会
は
「
大
衆
団
交
」

と
称
し
て
険
悪
な
雰
囲
気
に
な
り
か
ね

な
か
っ
た
。
で
す
か
ら
、
現
在
で
も
こ

う
い
う
集
会
を
受
け
て
立
つ
大
学
は
噂

に
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
追
手
門
学
院
大
学
は
、
学
生
が

主
役
の
大
学
で
す
。
学
生
の
声
に
は
謙

虚
に
耳
を
傾
け
た
い
。
控
え
め
な
が
ら

思
慮
深
い
発
言
が
あ
い
つ
ぎ
ま
し
た
。

人
前
で
勇
気
を
も
っ
て
堂
々
と
発
言

で
き
る
学
生
を
育
成
す
る
こ
と
は
大
学

の
重
要
な
使
命
で
す
。
将
来
社
会
に
出

て
か
な
ら
ず
役
立
つ
の
は
こ
う
し
た
勇

気
と
活
力
で
す
。
大
学
は
力
を
結
集
し

て
そ
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
に
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

事
業
委
員
長

織
田　

弘
美

見
学
並
び
に
懇
親
会
印
象
記

見
学
並
び
に
懇
親
会
印
象
記
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二
〇
一
二
年
度
教
育
後
援
会
総
会

が
六
月
二
日
㈯
学
生
会
館
大
ホ
ー
ル

に
て
、
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
出
席

者
七
四
名
、
委
任
状
一
一
三
九
名
、

合
計
一
二
一
三
名
を
も
っ
て
開
催
し

ま
し
た
。（
教
育
後
援
会
規
約
第
六
章

2012年度
教育後援会　役員・委員

〔役員・委員長（実行委員）〕

職　名 氏　　名 学年 学科

会　長 喜多　　康紀 4 英語

副会長

川口　　和則 4 経営

中井　　陽子 4 心理

小林　　雅美 4 社会

眞鍋　　陽子 4 英語

片岡　能婦子 3 マーケティング

岸本　　明子 3 英語

会　計
戸田　　睦美 4 心理

花立　　真理 3 アジア

会計監査

岡本　　洋子 4 マーケティング

辻本　　孝恵 4 社会

大原　　慶子 3 アジア

学部委員長

塚本　　悟子 4 経済

岩下　　直美 2 ヒューマン

小野寺　英子 2 経営

野々村　圭子 2 社会

事業委員長

原田　　邦子 4 ヒューマン

和田　　豊子 4 経営

宮 　　裕子 4 マーケティング

笹川　　巧子 3 経済

織田　　弘美 2 心理

兼光　百合子 2 社会

幹　

事

庶務課長 澤山　　裕治

財務課長 小板　　　淳

教務課長 金沢　　良一

学生課長 平川　　正人

キャリア開発課長 吉井　　庄治

〔学部委員〕

職　名 氏　　名 学年 学科

学部委員

多田　　陽子 4 ヒューマン

中野　　早苗 4 経営

金田　　年雄 4 アジア

田中　　直美 3 アジア

川本　　桃子 3 英語

矢倉　　明美 2 経済

北澤　三惠子 2 マーケティング

桑田　千恵子 2 マーケティング

長谷川　真紀 2 アジア

古川　　昌道 2 アジア

密山　　弓子 1 ヒューマン

釋　　みゆき 1 心理

安田　友紀子 1 社会

圓山　　律子 1 アジア

〔事業委員〕

職　名 氏　　名 学年 学科

事業委員

本田　　敦子 4 アジア

藤木　みゆき 3 ヒューマン

田中　　千鶴 3 経営

渡邉　　康二 3 アジア

中野　　久子 2 ヒューマン

大角　久美子 2 心理

中牧　　弥紀 2 英語

東畑　　千尋 1 ヒューマン

吉村　　正明 1 マーケティング

桒田　加代子 1 心理

堤　　みゆき 1 英語

第
十
一
条
「
総
会
の
決
議
は
、
出
席

者
（
委
任
状
出
席
も
含
む
。）
の
過
半

数
の
賛
成
を
必
要
と
す
る
。」
こ
と
が

規
定
さ
れ
て
お
り
、
各
議
案
に
つ
い

て
は
、
出
席
者
の
拍
手
で
も
っ
て
承

認
と
な
り
ま
し
た
。）

議
事
に
先
立
ち
、
二
〇
一
一
年
度

の
役
員
並
び
に
大
学
の
部
館
長
・
幹

事
が
紹
介
さ
れ
、
続
い
て
喜
多
会
長

の
挨
拶
、
三
﨑
学
長
事
務
取
扱
の
挨

拶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
次

第
に
従
い
議
事
に
入
り
、
以
下
の
こ

と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

  

二
〇
一
一
年
度
事
業
報
告  

一
、
大
学
へ
の
助
成

⑴�

本
会
の
事
務
処
理
に
対
す
る
援
助

　

�

教
育
後
援
会
事
務
担
当
の
定
時
職
員

に
係
る
経
費
の
援
助
を
行
い
ま
し
た
。

二
、
学
生
へ
の
助
成

⑴
学
生
活
動
へ
の
一
部
補
助

⑵
学
生
奨
学
金
へ
の
全
額
援
助

・�

経
済
的
困
窮
者（
経
済
困
難
支
援
）

給
付
奨
学
金
へ
の
全
額
援
助

・�

修
学
援
助
給
付
奨
学
金
へ
の
全

額
援
助

⑶�

短
期
貸
付
金
制
度
へ
の
全
額
援
助

⑷�

国
際
交
流
活
動
に
対
す
る
一
部

補
助

⑸�

就
職
模
擬
試
験
の
受
験
料
の
一

部
補
助

⑹
卒
業
謝
恩
パ
ー
テ
ィ
ー
の
主
催

⑺�

冊
子
「
新
入
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
の
配
付

⑻�

記
念
品
の
贈
呈
に
対
す
る
全
額

援
助

三
、�

家
庭
と
大
学
と
の
連
絡
を
図
る

事
業

⑴『
教
育
後
援
会
会
報
』
の
発
行

⑵�『
保
護
者
の
た
め
の
キ
ャ
ン
パ

ス
ガ
イ
ド
』
の
発
行

⑶
見
学
並
び
に
懇
親
会
の
開
催

　
�

二
〇
一
一
年
十
月
二
十
五
日
㈫
、

「
ク
ー
ザ
」鑑
賞
会
並
び
に「
リ
ー

ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
」
に
お
け

る
懇
親
会

⑷�

教
育
懇
談
会
（
大
学･

岡
山
）

及
び
修
学
相
談
会
の
開
催
に
対

す
る
全
額
援
助

⑸�

総
会･

新
会
員
歓
迎
会･

各
種
委

員
会
の
開
催

⑹
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
・
維
持

⑺�

保
護
者
の
た
め
の
就
職
講
演
会

の
開
催

⑻�

特
別
公
開
講
座
「
お
う
て
も
ん

塾
」
の
開
催

⑼
保
護
者
の
た
め
の
講
演
会
開
催

⑽�

新
入
生
保
護
者
歓
迎
お
茶
席

　

 「
桜
の
縁
」
開
催

	

二
〇
一
一
年
度
収
支
決
算
報
告  

	

及
び
会
計
監
査
報
告  

報
告
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
三
ペ
ー
ジ
参
照
）

  

二
〇
一
二
年
度
役
員
案  

続
い
て
二
〇
一
二
年
度
新
役
員
案

が
拍
手
で
も
っ
て
全
員
承
認
さ
れ（
新

役
員･

委
員
の
方
々
は
左
記
に
掲
載
）、

代
表
し
て
喜
多
会
長
の
挨
拶
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
会
長
に
よ
る

議
事
進
行
の
も
と
、
以
下
の
議
案
が

審
議
さ
れ
ま
し
た
。

  

二
〇
一
二
年
度
事
業
計
画
案  

前
年
度
事
業
の
見
直
し
を
図
る
と

と
も
に
、
新
た
に
大
学
創
立
五
〇
周

年
記
念
事
業
へ
の
協
力
を
加
え
た
計

画
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

  

二
〇
一
二
年
度
収
支
予
算
案  

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
三
ペ
ー
ジ
参
照
）

二
〇
一
二
年
度

   

教
育
後
援
会

   
総 

会 

開 

催

二
〇
一
二
年
度

   

教
育
後
援
会

   
総 

会 

開 

催
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二
〇
一
一
年
度
収
支
計
算
書（
2011
・
４
・
１
～

2012
・
３
・
31
）

（単位 : 円）
科　　　　　　目 11年度予算額 11年度決算額 差　　異

収 

入 

の 

部

会         費 46,490,000 46,270,000 220,000
会 員 研 修 参 加 費 1,200,000 965,000 235,000
受 取 利 息 配 当 金 20,000 11,558 8,442
雑 収 入 0 111,000 △111,000
当 年 度 収 入 合 計 47,710,000 47,357,558 352,442
前 年 度 繰 越 金 52,801,436 52,801,436 0
収 入 の 部 合 計 100,511,436 100,158,994 352,442

支　

出　

の　

部

会 議 費 500,000 308,229 191,771
会 員 研 修 費 3,000,000 2,424,038 575,962
教 育 懇 談 会 援 助 費 2,000,000 1,151,218 848,782
学 生 奨 学 金 助 成 費 11,500,000 11,000,000 500,000
学 生 関 係 援 助 費 5,000,000 3,916,742 1,083,258
会 報 作 成 費 850,000 892,309 △42,309
キャンパスガイド作成費 1,250,000 1,039,500 210,500
卒 業 謝 恩 会 費 13,000,000 12,055,546 944,454
記 念 品 費 8,500,000 7,385,600 1,114,400
慶 弔 費 600,000 520,000 80,000
通 信 費 2,800,000 2,229,682 570,318
事 務 費 1,300,000 1,244,408 55,592
広 報 費 700,000 564,480 135,520
雑 費 250,000 84,793 165,207
事 務 処 理 援 助 費 3,500,000 3,500,000 0
予 備 費 3,050,000 50,000 3,000,000
当 年 度 支 出 合 計 57,800,000 48,366,545 9,433,455
次 年 度 繰 越 金 42,711,436 51,792,449 △9,081,013
支 出 の 部 合 計 100,511,436 100,158,994 352,442

二
〇
一
二
年
度
収
支
予
算
書（
2012
・
４
・
１
～

2013
・
３
・
31
）

（単位 : 円）
科　　　　　　目 12年度予算額 11年度予算額 差　　異

収 

入 

の 

部

会 費 59,980,000 46,490,000 13,490,000
会 員 研 修 参 加 費 1,200,000 1,200,000 0
受 取 利 息 配 当 金 20,000 20,000 0
雑 収 入 65,000 0 65,000
当 年 度 収 入 合 計 61,265,000 47,710,000 13,555,000
前 年 度 繰 越 金 51,792,449 52,801,436 △1,008,987
収 入 の 部 合 計 113,057,449 100,511,436 12,546,013

支　

出　

の　

部

会 議 費 500,000 500,000 0
会 員 研 修 費 3,000,000 3,000,000 0
教 育 懇 談 会 援 助 費 2,000,000 2,000,000 0
学 生 奨 学 助 成 費 11,500,000 11,500,000 0
学 生 関 係 援 助 費 5,000,000 5,000,000 0
記 念 事 業 協 力 費 2,500,000 0 2,500,000
会 報 作 成 費 900,000 850,000 50,000
キ ャ ン パ ス ガ イ ド 作 成 費 1,250,000 1,250,000 0
卒 業 謝 恩 会 費 13,000,000 13,000,000 0
記 念 品 費 8,500,000 8,500,000 0
慶 弔 費 600,000 600,000 0
通 信 費 2,800,000 2,800,000 0
事 務 費 1,300,000 1,300,000 0
広 報 費 700,000 700,000 0
雑 費 250,000 250,000 0
事 務 処 理 援 助 費 3,500,000 3,500,000 0
学 生 支 援 基 金 10,000,000 0 10,000,000
予 備 費 3,050,000 3,050,000 0
当 年 度 支 出 合 計 70,350,000 57,800,000 12,550,000
次 年 度 繰 越 金 42,707,449 42,711,436 △3,987
支 出 の 部 合 計 113,057,449 100,511,436 12,546,013

二
〇
一
二
年
度
教
育
後
援
会
の
会

長
を
昨
年
度
に
引
き
続
き
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
喜

多
で
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に

は
本
会
活
動
に
対
し
ご
理
解
、
ご
協

力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

本
会
は
、新
会
員
を
歓
迎
す
る「
桜

の
縁
」
や
、
会
員
同
士
の
教
養
と
懇

親
を
深
め
る
た
め
の
「
見
学
並
び
に

懇
親
会
」
を
卒
業
生
保
護
者
の
会
と

共
催
し
、
ま
た
厳
し
い
就
職
戦
線
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
「
保
護
者
の

た
め
の
就
職
講
演
会
」
等
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
様
々
な
行
事
を
通
じ

て
会
員
の
皆
様
が
相
互
に
親
睦
を
深

め
、
結
束
を
強
め
、
大
学
と
協
調
し

な
が
ら
、
二
〇
一
六
年
に
大
学
創
立

五
十
周
年
を
迎
え
る
追
手
門
学
院
大

学
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

微
力
な
が
ら
精
一
杯
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
本
会
の
活
動

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
今
後
も
益
々

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
長
就
任
に
あ
た
っ
て喜多　康紀
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第46回将軍山祭は、11月3日から11月5日にかけて開催
されました。三日間とも晴天に恵まれ、大きな問題もなく
無事終了することができました。第46回将軍山祭の運営に
あたり、御支援・御協力くださいました関係者の皆様に、
委員会を代表いたしまして厚く御礼申し上げます。

今年は「追来笑～おおきに～」というテーマを掲げ、活
動して参りました。このテーマには、追手門に御来場して
下さった皆様が、にっこり笑顔になれるような楽しい学園
祭にしたいという願いが込められていると共に、スタッフ
が一年間感謝の気持ちを忘れずに、大阪ならではの「おお
きに」という言葉を使うことによってより親しみやすく、
将軍山祭に携わる全ての人々で作り上げる一体感のある将
軍山祭にしたいという願いも込められています。

今年は学園祭の醍醐味である模擬店も例年以上に出店し、
将軍山祭名物である大型イベントの、お笑いライブ、ゲス
トコンサート、キャラクターショーも大盛況の中無事開催
されました。そして、毎年雨天のため中止になっていた、
学生主催のライブハウスも無事開催することができました。

この三日間、老若男女たくさんの人たちの笑顔で溢れる
将軍山祭にできたと思います。来年以降も最高の将軍山祭
を作るため、委員会一同活動して参りますので、今後とも
御支援・御協力の程よろしくお願いいたします。

第46回将軍山祭実行委員長談
経済学部　経済学科　４年　　大島　充

第46回 テーマ

2012年
11月3日～11月5日

追来笑追来笑 ～おおきに～～おおきに～

将軍山祭
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さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た

十
一
月
四
日
㈰
将
軍
山
祭
の
期
間
中

に
追
手
門
学
院
大
学
の
第
二
十
二
回

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・
デ
ー
交
歓
会
が

食
堂
棟
一
階
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の

卒
業
生
と
そ
の
家
族
た
ち
が
母
校
に

帰
っ
て
き
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
ア
メ
リ
カ
民
謡
研
究

部
Ｏ
Ｂ
バ
ン
ド
の
演
奏
を
バ
ッ
ク
に
、

恩
師
や
級
友
と
の
旧
交
を
温
め
合
う

和
や
か
な
光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
今
年
は
、同
二
階
に
て
「
世

代
を
こ
え
て
｜
出
会
う
、
つ
な
が
る

｜
」
と
題
し
て
懐
か
し
い
写
真
や
大

学
史
年
表
等
を
ま
と
め
た
パ
ネ
ル
、

ま
た
歴
代
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
を
全
冊

展
示
し
、
訪
れ
た
卒
業
生
た
ち
は
そ

れ
ら
を
手
に
取
っ
て
、
思
い
出
深
そ

う
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ホ
ー
ム

  

カ
ミ
ン
グ
・
デ
ー

ホ
ー
ム

  

カ
ミ
ン
グ
・
デ
ー

二
〇
一
二
年
度

二
〇
一
二
年
度

毎年恒例のBHP（Beautiful Holiday Plan）が今年も
11月3日から5日にかけて行われました。BHPとは茨木
周辺の施設の方々を将軍山祭に招待し、楽しんでいた
だくための企画です。

BHPいうイベントは、将軍山祭のスタッフだけでな
く、一般学生のボランティアの協力も必要不可欠です。
今年もたくさんの一般学生に協力していただきました。
施設の方々からは、このBHPを毎年とても楽しみにし
ていただいていると伺っており、昨年よりも更に中身
の充実したイベントにしたいと思い、私達は一年間頑
張ってきました。「来年もまた参加したい」と思ってい
ただけるよう、BHP担当者二人で何度も話し合いを重
ね、万全の態勢で本番に臨みました。当日、昨年も参
加してくださったおばあちゃんや子供たちとお喋りし
たり、「ありがとう」と言って折り紙や手紙をプレゼン
トして笑顔で帰ってゆく子供たちを見て、今まで頑張っ
てきて本当に良かったと思いました。

最後になりましたが、この一年間BHP担当者をあた
たかく見守り、支えてくださった多くの皆様、誠にあ
りがとうございました。来年、再来年と変わらぬご理
解とご支援の程、よろしくお願いいたします。

ビューティフルホリデープランを振り返って
社会学部　社会学科　２年　秋山　美優

ホームカミング・デー交歓会 おかえりやす追大へ
おかえりやす追大へ
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国際交流教育センターから2012年度秋学期交換受入留学生来学のお知らせ
秋学期に 10 名の交換留学生が来学しています。ぜひ、積極的に交流してください。

♦スノーカレッジ（アメリカ） ♦フェリス州立大学（アメリカ） ♦静宜大学（台湾）
Ms. Amanda Derbidge（アマンダ ダービッジ） Mr. Corey John Best（コーリー ジョン ベスト） 柯 家翔（コ チャシャング）さん

（2012 年 9 月 11 日から約 4 ヶ月間） （2012 年 9 月 11 日から約 4 ヶ月間） 林 修平（リン シュウピン）さん
Mr. Ronald S Channey Jr.（ロナルド エス チャニー ジュニア） ◆グリフィス大学（オーストラリア） （2012 年 3 月 28 日から約 10 ヶ月間）

（2012 年 3 月 27 日から約 10 ヶ月間） Ms. Song Wenjun（ソン ウェンジュン） ♦上海師範大学（中国）
♦バルドスタ州立大学（アメリカ） （2012 年 9 月 11 日から約 4 ヶ月間） 宋 文 （ソウ ウェンウェン）さん
Ms. Whitney Leigh Van Waters（ホイットニー レイ ヴァン ウォーターズ） ♦建国大学（韓国） （2012 年 9 月 11 日から約 10 ヶ月間）

（2012 年 9 月 11 日から約 4 ヶ月間） 李 瑜眞（リ ユジン）さん ♦南京大学（中国）
（2012 年 9 月 11 日から約 5 ヶ月間）  祟喨（ザオ チョンリャン）さん

（2012 年 3 月 28 日から約 10 ヶ月間）

私
が
今
回
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
し
た
き
っ
か
け
は
単
純

で
、
大
学
生
の
う
ち
に
色
々
な

と
こ
ろ
へ
行
っ
て
み
た
い
と
考

え
て
い
た
私
を
友
人
が
誘
っ
て

き
た
こ
と
か
ら
私
の
カ
ナ
ダ
に

対
す
る
興
味
は
始
ま
り
ま
し
た
。

出
発
当
日
に
は
意
気
揚
々

と
伊
丹
空
港
へ
と
出
発
し
た
私

で
す
が
、
楽
し
み
と
不
安
か

ら
か
前
日
は
寝
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
カ
ナ
ダ
へ
着

く
や
否
や
皆
で
バ
ス
に
乗
り
込

み
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
方
々
が

待
つ
場
所
へ
行
っ
て
み
る
と
皆

さ
ん
既
に
待
っ
て
お
り
、
先
生

に
一
人
一
人
名
前
を
呼
ば
れ
て

各
々
の
家
へ
向
か
う
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

三
日
後
に
は
早
速
授
業
が

あ
り
、
最
初
は
先
生
方
の
テ
ン

シ
ョ
ン
の
高
さ
に
圧
倒
さ
れ
る

毎
日
で
し
た
。
日
本
は
夏
休
み

真
っ
盛
り
で
あ
る
の
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
カ
ナ
ダ
に
い
る
私
た

ち
の
平
日
に
は
授
業
が
あ
り
、

休
日
は
カ
ナ
ダ
観
光
に
時
間
を

費
や
す
こ
と
で
実
に
充
実
し
た

一
ヶ
月
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

授
業
ス
タ
イ
ル
は
日
本
で
受

け
る
そ
れ
と
は
随
分
違
い
と
て

も
刺
激
的
に
感
じ
ま
し
た
。
そ

の
中
で
私
達
の
英
語
に
対
す
る

苦
手
意
識
が
異
常
な
ま
で
に
高

い
の
が
見
て
取
れ
ま
し
た
が
、

最
終
日
に
近
づ
く
に
つ
れ
皆
の

英
語
の
ス
キ
ル
も
上
が
っ
て
い

き
授
業
内
で
の
発
言
も
徐
々
に

増
え
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て

英
語
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
や
自
分
の
弱
点
な
ど
に
し
っ

か
り
と
向
き
合
う
こ
と
が
で

私
が
ロ
ン
ド
ン
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
し
た
の
は
、
以
前
韓
国
短

期
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
す
。
現
地
で
は

ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
各
国
の
留

学
生
と
流
暢
な
英
語
で
話
し
て

い
る
の
を
見
て
と
て
も
印
象
に

残
り
ま
し
た
。
私
も
英
語
を

勉
強
し
て
韓
国
の
学
生
の
よ
う

に
各
国
の
人
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ロ
ン
ド
ン
で
は
短
い
と
き
で

一
日
三
時
間
、
長
い
と
き
で
五

時
間
勉
強
す
る
の
で
す
が
、
授

業
の
ほ
と
ん
ど
が
英
会
話
の
授

業
で
す
。
先
生
は
私
が
う
ま
く

話
す
こ
と
が
出
来
な
く
て
も
、

と
て
も
熱
心
に
聞
い
て
く
れ
て

い
ま
し
た
。

課
外
活
動
で
は
、
ス
ト
ー
ン

ヘ
ン
ジ
や
ビ
ッ
グ
ベ
ン
、
ロ
ン

ド
ン
ア
イ
や
大
英
博
物
館
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
観
光
地
に
行
き
ま

し
た
。
ま
た
、今
年
は
セ
ミ
ナ
ー

期
間
が
夏
季
ロ
ン
ド
ン
五
輪
と

重
な
っ
て
い
た
た
め
、
ハ
イ
ド

パ
ー
ク
で
ビ
ッ
グ
ス
ク
リ
ー
ン

を
前
に
皆
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

観
戦
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

現
地
の
人
た
ち
や
学
生
は
優

し
く
声
を
掛
け
て
く
れ
た
の
で

す
が
、
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
出
来
な

く
て
、
と
て
も
辛
い
思
い
を
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
た
ち
の

よ
う
に
各
国
か
ら
留
学
生
が
来

て
い
る
の
で
す
が
、
彼
ら
の
英

語
力
の
高
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し

た
。
今
ま
で
は
、
外
国
の
人
に

自
ら
話
し
か
け
た
り
し
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
ロ
ン
ド
ン
セ
ミ

ナ
ー
か
ら
帰
っ
て
か
ら
は
英
語

力
を
更
に
身
に
付
け
る
た
め
に

経
済
学
部  

経
済
学
科  

二
年

経
済
学
部  

経
済
学
科  

二
年

ロ
ン
ド
ン
セ
ミ
ナ
ー
体
験
記

ロ
ン
ド
ン
セ
ミ
ナ
ー
体
験
記

後
中　

麻
里

後
中　

麻
里

国
際
教
養
部  

ア
ジ
ア
学
科  

三
年

国
際
教
養
部  

ア
ジ
ア
学
科  

三
年

カ
ナ
ダ
現
地
演
習
体
験
記

カ
ナ
ダ
現
地
演
習
体
験
記

蓮
尾　

研
介

蓮
尾　

研
介

き
、
克
服
す
る
こ
と
で
自
信
へ

と
変
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
、

と
い
う
考
え
方
で
は
な
く
次
は

自
ら
機
会
を
つ
く
っ
て
行
き
た

い
も
の
で
す
。

も
、
国
際
交
流
に
さ
ら
に
感
心

を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

来
年
は
、
も
っ
と
英
語
力
を
付

け
て
も
う
一
度
英
語
圏
の
短
期

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
い
で
す
。

2012年度海外研修プログラム体験記2012年度海外研修プログラム体験記
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本
会
後
援
で
会
員
と
一
般
市
民
を

対
象
と
し
た
特
別
公
開
講
座
「
お
う

て
も
ん
塾
」
第
一
期
・
第
二
期
（
各

全
六
講
）
を
学
院
施
設
で
あ
る
大
阪

城
ス
ク
エ
ア
に
て
開
講
し
ま
し
た
。

第
一
期
（
六
月
～
七
月
）
は
国
際

教
養
学
部
教
員
に
よ
る
「
外
国
語
イ

ン
ト
ロ
講
座
～
ア
ジ
ア
の
こ
と
ば
編

～
」
と
し
て
英
語
以
外
の
外
国
語
｜

ペ
ル
シ
ャ
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、
韓
国

語
な
ど
の
講
座
を
実
施
し
、
受
講
者

か
ら
は
「
新
し
い
文
字
に
触
れ
る
楽

し
さ
を
味
わ
え
た
。」「
短
時
間
で
充

分
に
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
が
、
楽

し
さ
と
身
近
さ
を
感
じ
ら
れ
た
こ
と

が
収
穫
。」
と
好
評
で
し
た
。

第
二
期
（
十
月
～
十
一
月
）「
心

の
カ
ラ
ク
リ
を
探
求
す
る
」
で
は
、

心
理
学
部
教
員
が
各
々
の
専
門
分
野

か
ら
人
の
心
の
作
用
・
働
き
に
つ
い

て
講
義
し
、
毎
回
定
員
を
超
え
る
ほ

ど
多
く
の
方
々
に
受
講
し
て
い
た
だ

き
盛
況
の
う
ち
に
閉
講
し
ま
し
た
。

二
月
五
日
か
ら
第
三
期
を
開
講
し

ま
す
。
詳
細
は
同
封
の
ち
ら
し
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
全
六
回
の
う
ち
興
味

の
あ
る
一
回
の
み
の
受
講
も
可
能
で

す
の
で
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

二
〇
一
二
年
六
月
二
十
三
日
㈯
、

本
会
と
追
手
門
学
院
大
学 

学
生
相

談
室
と
の
共
催
で
「
保
護
者
の
た
め

の
講
演
会
」
を
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
教

室
に
て
開
催
し
、
神
戸
女
学
院
大
学

人
間
科
学
部
教
授
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
ル
ー
ム 

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
小
林
哲

郎
先
生
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、

「
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
学
生
と
学

生
支
援
の
あ
り
方
」
と
題
し
、
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小
林
先
生
の
長
年
に
わ
た
る
ご

経
験
か
ら
、
小
・
中
・
高
校
だ
け
の

問
題
で
は
な
く
な
っ
た
「
不
登
校
」、

あ
る
い
は
社
会
で
活
躍
す
べ
き
年
代

の
問
題
で
あ
る
「
ひ
き
こ
も
り
」
と

言
わ
れ
る
状
態
に
な
っ
て
い
る
青
年

期
の
大
学
生
へ
の
理
解
と
支
援
に
つ

い
て
、
会
員
の
皆
様
と
共
に
考
え
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ロンドン五輪出場！
吉田胡桃選手（国際教養学部3年）大会報告
この夏開催されたロンドン五輪シンクロナイズドスイミ

ング（チーム）競技に日本代表として出場した吉田胡桃さん
（本学国際教養学部3年）が、8月22日、本学院関係者に出場
と5位入賞の報告をしました。報告には川原理事長、坂井学
院長・学長らが出席され、赤いジャケットの公式ユニフォー
ムを身につけた吉田さんを迎え、懇談されました。
この中で吉田さんは競技結果について、「最高の演技を個

人目標に、大会には自信をもって臨むことができました。
今の自分の力を発揮することができ、自分なりに最高の演
技ができたと思います。」と報告しました。また、オリンピッ
クの雰囲気について
「初めてのオリンピッ
クはこれまで参加し
たどの世界大会とも
雰囲気が違いました。
大いに刺激をもらい、
良い経験になりまし
た。」と感想を話しま
した。

特
別
公
開
講
座

　
「
お
う
て
も
ん
塾
」

　
　
　
　
　

第
一
期
、
第
二
期
開
講

保
護
者
の
た
め
の   

講
演
会
開
催

保
護
者
の
た
め
の   

講
演
会
開
催

九
月
二
十
八
日
㈭
、
二
〇
一
二
年
度
春

学
期
末
学
位
授
与
式
が
大
学
一
号
館
三
階

会
議
室
五
に
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
十
時
半
開
式
、国
歌
斉
唱
後
、

坂
井
学
長
か
ら
八
学
科
、
一
研
究
科

の
代
表
者
に
学
位
記
が
授
与
さ
れ
ま

二
〇
一
二
年
度
教
育
後
援
会
給
付

奨
学
金
交
付
式
を
春
学
期
、
四
月

二
十
一
日
㈯
と
秋
学
期
、
九
月

二
十
七
日
㈭
に
挙
行
し
ま
し
た
。

こ
の
奨
学
金
は
教
育
後
援
会
の
資

金
を
も
っ
て
創
設
し
、
修
学
の
熱
意

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
経
済
的
理

由
に
よ
り
修
学
困
難
な
学
生
へ
の
援

助
を
行
い
、
学
業
に
専
念
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
選
考
に
よ
っ
て
春

学
期
、
秋
学
期
合
わ
せ
て
二
十
名
の

し
た
。
続
い
て
学
長
式
辞
、
来
賓
紹

介
、さ
ら
に
喜
多
教
育
後
援
会
会
長
、

平
野
校
友
会
会
長
、
大
野
卒
業
生
保

護
者
の
会
会
長
か
ら
の
卒
業
記
念
品

贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
慣

れ
親
し
ん
だ
学
院
歌
を
斉
唱
し
、
滞

り
な
く
式
は
終
了
し
ま
し
た
。

式
後
、
食
堂
棟
三
階
に
て
本
会
主

催
の
卒
業
謝
恩
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。
喜
多
会
長
、
坂
井
学
長

の
挨
拶
に
続
き
、
川
原
理
事
長
の
乾

杯
の
音
頭
で
会
食
に
入
り
ま
し
た
。

わ
ず
か
一
時
間
余
と
い
う
短
い
ひ
と

と
き
で
し
た
が
、
恩
師
と
卒
業
生
た

ち
と
の
間
に
は
楽
し
い
語
ら
い
の
輪

が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

学
生
に
奨
学
金
を
給
付
し
ま
し
た
。

追
手
門
学
院
大
学
教
育
後
援
会
給
付
奨
学
金
交
付
式
挙
行

追
手
門
学
院
大
学
教
育
後
援
会
給
付
奨
学
金
交
付
式
挙
行

二
〇
一
二
年
度
春
学
期
末
学
位
授
与
式
並
び
に
卒
業
謝
恩
パ
ー
テ
ィ
ー
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2012 年度大学行事予定
12 月 1 日 求人票公開（2014 年 3 月卒業生）

3 日 ２年生第４回キャリアガイダンス（12/11、12/12）
4 日 １年生キャリアガイダンス

6・7 日 ３年生第３回就職ガイダンス
9 日 公募制推薦入試Ｂ日程

10 日 ２年生第５回キャリアガイダンス（12/18、12/19）
13 日 ３年生第３回女子学生のための就職講座
14 日 公募制推薦入試Ｂ日程合格発表
16 日 一般入試直前相談会
20 日 ３年生第３回就職模擬テスト
23 日 冬期休業開始（1/6 まで）
25 日 秋学期集中講義（12/25 ～ 27、1/5）

1 月 10・11 日 ３年生第４回就職ガイダンス
19・20 日 大学入試センター試験

22 日 秋学期授業終了
23・24 日 秋学期補講

25 日 秋学期末試験開始（2/12 まで）
29・30 日 一般入試Ａ日程

31 日 一般入試Ｓ日程（2/1 まで）

2 月 12 日
一般入試Ａ日程合格発表
一般入試Ｓ日程合格発表
大学入試センター試験利用入試Ａ日程合格発表

13 日

大学院第２期入試（全専攻）
大学院博士後期課程入試（経済学・経営学）
大学院社会人入試

（経済学・経営学・社会学・中国文化・英文学）
大学院外国人留学生入試（社会学・中国文化）
３年生第５回就職ガイダンス

14 日 ３年生春期学内企業説明会（2/22 まで）
22 日 大学院入試合格発表（2/13 実施分）
23 日 保護者のための就職講演会・相談会
28 日 一般入試Ｂ日程、小論文入試Ｂ日程

3 月 1 日 秋学期末成績発表（UNIVERSAL PASSPORT）

8 日
一般入試Ｂ日程、小論文入試Ｂ日程合格発表
大学入試センター試験利用入試Ｂ日程合格発表

9 日 卒業者発表
24 日 小論文入試Ｃ日程
25 日 学位授与式並びに卒業謝恩パーティー

26 日
春期休業開始（3/28 まで）
小論文入試Ｃ日程合格発表

29 日 新３年生・新４年生オリエンテーション

30 日
新２年生オリエンテーション
教職等資格オリエンテーション

経
済
学
部
講
師

藤
川　

武
海
（
ふ
じ
か
わ　

た
け
み
）

経
営
学
部
教
授

池
田　

信
寛
（
い
け
だ　

の
ぶ
ひ
ろ
）

経
営
学
部
教
授

八
木　

俊
輔
（
や
ぎ　

し
ゅ
ん
す
け
）

経
営
学
部
教
授

李　

建
（
リ　

ケ
ン
）

経
営
学
部
准
教
授

朴　

修
賢（
パ
ク　

ス
ー
ヒ
ョ
ン
）

心
理
学
部
講
師

荒
井　

崇
史（
あ
ら
い　

た
か
し
）

心
理
学
部
講
師

荒
木　

浩
子（
あ
ら
き　

ひ
ろ
こ
）

社
会
学
部
教
授

上
石　

圭
一
（
あ
げ
い
し　

け
い
い
ち
）

前
経
済
学
部
教
授

福
井　

南
海
男

元
経
営
学
部
教
授

山
中　

雅
夫

（
二
〇
一
二
年
四
月
一
日
付
）

名
誉
教
授

村
山　

乾
一　

氏　

（
二
〇
一
二
年
三
月
十
一
日
ご
逝
去
）

名
誉
教
授
・
元
常
務
理
事

山
中　

雅
夫　

氏

（
二
〇
一
二
年
十
月
十
三
日
ご
逝
去
）

社
会
学
部
教
授

足
立　

重
和
（
あ
だ
ち　

し
げ
か
ず
）

社
会
学
部
教
授

蘭　

由
岐
子
（
あ
ら
ら
ぎ　

ゆ
き
こ
）

社
会
学
部
教
授

橋
本　

裕
之
（
は
し
も
と　

ひ
ろ
ゆ
き
）

国
際
教
養
学
部
准
教
授

承
志
（
シ
ョ
ウ
シ
）

国
際
教
養
学
部
准
教
授

山
口　

公
一
（
や
ま
ぐ
ち　

こ
う
い
ち
）

経
営
学
部
講
師
（
任
用
期
限
付
）

稲
葉　

哲
（
い
な
ば　

さ
と
し
）

社
会
学
部
教
授
（
任
用
期
限
付
）

小
畑　

力
人
（
お
ば
た 

り
き
と
）

社
会
学
部
教
授
（
任
用
期
限
付
）

中
嶋　

昌
彌
（
な
か
じ
ま　

ま
さ
や
）

（
二
〇
一
二
年
四
月
一
日
付
）

名
誉
教
授
称
号
授
与

名
誉
教
授
称
号
授
与

新
任
教
員
紹
介

新
任
教
員
紹
介

本
会
で
は
保
護
者
と
学
生
、
大
学

が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
就
職
や
キ
ャ
リ

ア
教
育
に
取
り
組
む
た
め
に
、
年
二

回
キ
ャ
リ
ア
開
発
課
と
の
共
催
で

「
保
護
者
の
た
め
の
就
職
講
演
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
二
〇
一
二
年

度
の
第
一
回
目
は
七
月
十
六
日
㈪
大

学
「
優
駿
ホ
ー
ル
」
に
て
キ
ャ
リ
ア

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
行
政
書
士 

植
村

健
志
氏
を
お
招
き
し
て
「『
就
活
～

親
に
で
き
る
こ
と
』
～
就
活
生
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
～
」
と
題
し

て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

植
村
氏
は
現
在
の
厳
し
い
就
職
状

況
に
つ
い
て
、
も
は
や
「
親
の
出
る

50
周
年
記
念
事
業
の
核
と
な
る

数
字
「
50
」
を
「
go
」
に
見
立
て
て

ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
し
ま
し
た
。
勢
い

よ
く
前
へ
前
へ
進
む
様
子
を
連
想

さ
せ
る
書
体
と
「
！
」
マ
ー
ク
に

よ
っ
て
力
強
さ
を
伝
え
50
周
年
を

契
機
に
、
革
新
し
な
が
ら
発
展
し

て
い
く
と
い
う
追
手
門
学
院
大
学

の
揺
る
ぎ
な
い
意
志
を
表
現
し
ま

す
。「
50
」＝「
go
」に
用
い
た
カ
ラ
ー

は
、
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
の

O
T
E
M
O
N
 S
K
Y
B
L
U
E
で
す
。

幕
で
は
な
い
」
と
は
言
っ
て
は
い
ら

れ
な
い
と
し
、
こ
の
就
職
活
動
が
親

と
い
う
大
人
と
し
て
関
わ
る
最
後
の

時
期
で
あ
り
、
最
上
の
関
わ
り
を

も
っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
、
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

次
回
は
一
～
三
年
生
の
保
護
者
を

対
象
に
、
来
る
二
〇
一
三
年
二
月

二
十
三
日
㈯
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

大
学
の
就
職
・
進
路
支
援
の
取
り
組

み
や
就
職
戦
線
の
現
状
が
聞
け
る
よ

い
機
会
で
す
の
で
多
数
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
別
途

郵
送
の
案
内
状
（
一
～
三
年
生
の
保

護
者
に
郵
送
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク

      

が
決
ま
り
ま
し
た
。

保
護
者
の
た
め
の
就
職
講
演
会・懇
談
会
開
催
に
つ
い
て

訃
報
訃
報
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。


